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室
究
研
り
く
づ
ち
ま
の
夫
和

回
8
第

   

　

震
災
前
22
年
度
決
算
規
模
は
、
277
億
円
で
あ

り
、
こ
れ
が
本
市
の
通
常
財
政
で
す
。

　

震
災
後
は
、
通
常
事
業
に
加
え
146
億
円
〜
１

千
8
億
円
程
の
震
災
復
旧
事
業
や
復
旧
基
金
積

立
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
除
染
な
ど
高
額
の
復
旧
事
業
が
終
了

す
る
た
め
、
予
算
規
模
は
27
年
度
の
１
千
357
億

円
を
ピ
ー
ク
に
28
年
度
以
降
減
少
し
、
32
年
度

で
は
335
億
円
程
度
と
み
こ
ま
れ
ま
す
。

　

27
年
度
ま
で
の
主
な
震
災
復
旧
事
業
は
、
除

染
事
業
１
千
103
億
円
、
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業

256
億
円
、
住
宅
事
業
203
億
円
な
ど
合
計
２
千
478

億
円
①
に
加
え
、
復
旧
基
金
積
立
597
億
円
な
ど

で
す
。

　

災
害
復
興
事
業
の
予
算
は
28
年
度
以
降
更
に

約
１
千
600
億
円
②
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
国
の
避
難
指
示
区
域
内
の
除
染
や

排
水
整
備
事
業
、
県
の
海
岸
防
災
林
や
県
営
復

興
公
営
住
宅
な
ど
、
国
県
の
復
興
事
業
費
は
約

２
千
500
億
円
③
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
の
復
興
事
業
費
合
計
（
①
〜
③
）
は
、

６
千
600
億
円
程
度
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

集
中
復
興
期
間（
〜
27
年
度
）の
震
災
復
旧
事

業
の
累
計
２
千
478
億
円
①
は
国
県
２
千
200
億
円
、

復
興
交
付
税
361
億
円
な
ど
ほ
ぼ
全
額
国
費
で
対

応
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

 ①
震
災
復
旧
ピ
ー
ク
は27

年1,358

億
円

 ②
主
な
震
災
復
旧
事
業
は
除
染
や
住
宅

 ③
今
が
復
興
の
転
換
点

　

28
〜
32
年
度
の
復
興
関
連
事
業
費
②
は
総
額

１
千
600
億
円
程
と
想
定
さ
れ
、
市
・
実
施
計
画

の
主
な
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

・
た
め
池
除
染
事
業　

・
復
興
工
業
団
地
事
業　

・
小
高
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
整
備
事
業　

・
小
高
拠
点
施
設
整
備
事
業　

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
替
え
事
業　

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
復
興
に
向
け
た
基
幹
事

業
で
あ
り
、
着
実
な
実
行
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
他
の
事
業
で
は
、
特
に
復
興

の
姿
が
見
え
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
は
28
年
か
ら
復
興
・
創
生
期
間
に

移
行
し
、
５
年
間
の
復
興
予
算
総
額
も
25.5
兆
円

か
ら
6.5
兆
円
へ
と
縮
小
さ
れ
、
国
の
支
援
が
不

透
明
に
な
り
ま
す
。

　

国
の
支
援
が
少
な
く
な
る
今
後
は
、
財
源
を

う
ま
く
使
い
、
箱
物
（
ハ
ー
ド
事
業
）
中
心
で

な
く
生
活
に
必
要
な
ソ
フ
ト
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

更
に
、
市
民
が
「
将
来
の
姿
・
希
望
」
を
描

け
る
事
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〇 

柱
は
教
育
・
医
療
・
産
業
が
中
心

     （
基
金
で
重
点
３
施
策
の
財
源
を
担
保
）

震
災
前
の
基
金
総
額
は
約
70
億
円
で
し
た
。

　

震
災
後
に
東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
基
金

な
ど
の
各
種
の
基
金
が
創
ら
れ
、
事
業
着
手
で

き
な
か
っ
た
予
算
な
ど
も
毎
年
積
立
さ
れ
、
総

額
は
367
億
円
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

 　

今
後
、
国
か
ら
の
復
興
財
源
が
縮
小
さ
れ
ま

す
の
で
、
特
に
復
旧
・
復
興
基
金
（138

億
円
）

が
、
震
災
後
に
造
っ
た
施
設
の
維
持
費
や
復
興

の
重
点
施
策
の
主
財
源
と
な
り
ま
す
。

　

基
金
を
再
編
し
、
教
育
・
医
療
・
産
業
の
重

点
３
施
策
の
財
源
を
担
保
し
、
今
後
５
年
〜
10

年
に
わ
た
り
戦
略
的
・
安
定
的
に
展
開
す
る
こ

と
、
こ
れ
を
復
興
の
柱
と
す
べ
き
で
す
。

各
基
金
と
提
案
す
る
事
業

①
教
育
復
興
基
金

・
中
学
3
年
生
全
員
を
外
国　
（
カ
ナ
ダ
や
オ
ー

　

ス
ト
ラ
リ
ア
）
に
修
学
旅
行
さ
せ
る
事
業

・
未
就
学
児
支
援
金
（
幼
稚
園
・
保
育
所
の
無

　

料
化
継
続
と
自
宅
保
育
者

　

へ
の
支
援
金
交
付
）

・
小
中
学
校
給
食
費
支
援
事
業

②
医
療
・
健
康
復
興
基
金

・
生
活
習
慣
病
対
策
事
業
（
健
康
手
帳
を
作
り
、

健
康
づ
く
り
市
民
運
動
を
展
開
す
る
）

・
救
急
体
制
整
備
事
業
（
複
数
医
師
と
検
査

　

技
師
な
ど
の
休
日
・
夜　

待
機
態
勢
を
構
築
）

・
医
療
・
介
護
ス
タ
ッ
フ

　

招
致
・
育
成
事
業

③
雇
用
創
出
・
産
業
復
興
基
金

・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
事
業

（
事
務
所
設
置
、
税
制
な
ど
の
支
援
）

・
農
業
再
開
・
拡
充
支
援
事
業

（
特
に
販
売
や
流
通
へ
の
支
援
強
化
な
ど
）

④
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
早
期
導
入

　

今
後
、
交
通
弱
者
の
高
齢
者
世
帯
も
増
加
し

ま
す
の
で
、
生
活
維
持
の
た
め
（
空
の
循
環
バ

ス
で
な
く
）
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
急

ぐ
べ
き
で
す
。

⑤
公
共
施
設
の
建
替
と
統
廃
合
の
方
針

・
小
中
学
校
の
適
正
配
置

　

本
市
は
、
学
級
数
が
少
な
い
過
小
規
模
校
が

多
く
あ
り
ま
す
。
こ
ど
も
が
成
長
す
る
よ
り
良

い
環
境
と
す
る
た
め
、
学
校
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
の
早
期
検
討
開
始
が
重
要
で
す
。（
実

施
に
は
、
十
分
な
検
討
時
間
が
必
要
で
す
）

・
あ
ず
ま
・
な
か
ま
ち
・
さ
く
ら
い
保
育
園

　

建
築
後
40
年
以
上
経
過
し
狭
隘
で
す
。
民
間

と
公
立
保
育
の
役
割
分
担
を
整
理
し
、
３
保
育

所
を
統
廃
合
し
、
保
育
対
象
拡
充
や
保
育
環
境

向
上
や
複
合
活
用
を
図
る
べ
き
で
す
。

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

単
に
建
て
替
え
る
だ
け
で
な
く
、
健
康
づ
く

り
機
能
や
こ
ど
も
の
居
場
所
な
ど
広
範
に
利
用

で
き
る
施
設
を
模
索
す
べ
き
で
す
。

・
市
営
住
宅

　

老
朽
住
宅
の
整
理
統
合
が
必
須
で
す
の
で

「
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
」
の
見

直
し
に
着
手
す
べ
き
で
す
。

 ④
将
来
の
姿
が
見
え
る
事
業
が
必
要
で
す

復
興
の
方
向
性
を
考
え
る

「
私
が
考
え
る
」
今
後
の
事
業

グラフ３：復旧・復興基金は
138億円にも増えている

27年度25年度23年度

138
億円

34
億円

195
億円

復興交付金基金など24基金
財政調整基金
東日本大震災復旧・復興基金

31年度29年度27年度25年度23年度

グラフ１：市の決算の推移見込
(億円 )
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146
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258234259 258 258

1,357

665
625

681

377

住宅対策
災害廃棄物
除染対策費

27年度26年度25年度24年度23年度

(億円 )

400

600

グラフ２：
主な災害復興事業

Check
復旧事業
基金積立
通常事業

48 91220



　

平
成
25
年
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
本
事

業
予
算
が
、
９
月
議
会
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
用
地
買
収
費
な
ど
２
億
41
万

円
は
了
と
す
る
が
、
今
回
の
実
施
設
計
費
８
千

480
万
円
は
認
め
な
い
と
す
る
修
正
予
算
案
を
13

対
８
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
事
業
進
捗
を
求
め
つ
つ
も
、
設
計

の
「
一
部
見
直
し
」
を
求
め
る
議
決
で
す
。

私
は
、
修
正
案
（
実
施
設
計
を
認
め
な
い
案
）

に
賛
成
し
ま
し
た
。

　

議
会
に
は
、
議
決
責
任
が
あ
り
ま
す
。
今
回

が
正
に
判
断
の
時
期
で
あ
る
と
考
え
、「
復
興

を
急
ぐ
べ
き
」、「
負
の
遺
産
は
、
残
せ
な
い
」、

「
も
っ
と
小
高
区
民
に
と
っ
て
有
意
義
な
施
設

に
」
と
の
狭
間
で
判
断
し
た
結
果
で
す
。

●
私
の
判
断
理
由

① 

予
定
敷
地
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
大

き
く
変
更
さ
れ
た
現
設
計
内
容
で
は
、
復
興
拠

点
の
役
割
を
果
た
さ
な
い
。

② 

駐
車
場
も
な
く
て
大
丈
夫
か
、
浮
舟
文
化

会
館
な
ど
と
重
複
し
て
い
な
い
か
、
本
当
に
住

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
か
な
ど
、
原
点
に
返

り
整
理
・
確
認
す
る
た
め
、
一
旦
立
ち
止
ま
り

考
え
る
べ
き
。
と
判
断
し
ま
し
た
。

●
今
後
望
む
こ
と

　

修
正
案
に
賛
成
し
た
議
員
も
本
事
業
の
必
要

性
は
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期
の
事
業
再

編
を
求
め
、
そ
の
方
向
性
を
示
し
た
「
会
派
合

同
提
案
」
を
、
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

１
．（
検
討
委
員
会
な
ど
へ
）
事
業
内
容
に
係

る
詳
細
説
明
を
行
う
場
を
設
け
る
こ
と
。

２
．
市
は
適
宜
誠
意
を
も
っ
て
、
説
明
・
対
応

す
る
こ
と
。

３
．
子
ど
も
の
拠
点
施
設
は
、
狭
い
駅
前
で
な

く
小
学
校
の
近
く
に
充
実
・
整
備
す
る
こ
と
。

４
．
坪
256
万
円
の
建
設
単
価
は
異
常
に
高
額
な

の
で
、
単
価
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
。

５
．
引
き
続
き
、
利
用
促
進
・
建
設
費
及
び
維

持
費
圧
縮
の
努
力
を
行
う
こ
と
。

早
期
着
手
の
可
否
は
、
市
の
努
力
次
第
で
す
。

●
南
相
馬
市
は
な
ぜ
遅
い
？ 

　

・
避
難
指
示
区
域
内
の
町
村
で
は
、
既
に
復

興
拠
点
が
完
成
し
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
は
25
年
５
月
か
ら
検
討
に
着
手
し
ま
し
た

が
、
完
成
目
標
は
30
年
４
月
と
の
ん
び
り
と
設

9月議会から写真で見る主な活動（28年8月～28年10月）

南阿蘇村議会での震災復興状況説明
28年8月19日

参
考
：
本
事
業
は
、
小
高
の
市
街
地
に
賑
わ
い
を
創
出

す
る
た
め
、
当
初
計
画
で
は
「
旧
サ
ン
ラ
イ
フ
南
相
馬

（
１
千
889
㎡
）＋
道
の
駅
南
相
馬
（
１
千
147
㎡
）」
程
度

の
施
設
（
３
千
190
㎡
）
を
建
設
す
る
予
定
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
敷
地
が
減
少
し
た
た
め
、
延
床
面
積
を
１

千
907
㎡
（
浮
舟
文
化
会
館
の
３/

４
程
度
）
ま
で
圧
縮

し
た
施
設
設
計
が
９
月
議
会
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　尚友会の太田代表が、これまで熊本地震の支援活動
を継続してきた縁で、南阿蘇村議会特別委員会で南相
馬市の震災復興の状況を説明してきました。
　下半分の写真は、落橋した「阿蘇大橋」に隣接した
「地震で寸断された道路」です。
　地震被害から復旧していない中、28年10月8日には
阿蘇山が噴火しましたが、一日も早い復興を祈ってい
ます。

 市総合防災訓練の第一訓練
会場となった小高商業高校
校庭での訓練の様子

（写真は、南相馬市管工事組合
協力の漏水修理の状況）
28年9月25日

　地震発生と同時に大型台風が市内
を通過するとの想定の下、鹿島区万
葉ふれあいセンターや南相馬市立原
町第二小学校でも連携して総合防災
訓練が実施されました。
　また、この日以外にも市内各地域
で防災訓練が計画されています。
　ご準備いただいている方々に御礼
申し上げます。

11月 22 日（火） 18 時～ 

高平生涯学習センター

（原町区下高平）

11月 23 日（水） 10 時～ 

西部コミュニティセンター

（鹿島区小池）

11月 23 日（水） 13 時 30分～ 

市民情報交流センター 小会議室

（南相馬市立中央図書館隣）

議会報告会　ご案内

鹿島区のさくらホールで開催された
平成28年度 相馬地方救急シンポジウム

28年9月10日

　「災害医療に関する最近の話題」では、東北地方か
らの熊本地震の医療支援活動が紹介されました。
　この中で、南相馬市立病院ＤＭＡＴチームも熊本震
災に派遣され、いわば「恩返し」活動も開始されてい
るとの紹介もありました。
　また、相馬地方の救急車出動件数が過去最大と増え
ている中で、第一線で活動されている救急救命士から
「救急車適正利用のすすめ」の発表もありました。

小
高
区
復
興
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

９
月
議
会
の
重
要
事
業

下高平北長野線
アクセス道路の要望活動

28年9月26日

つなぐアクセス道路）」などの整備要望活動を行いました。
　浪江町や相馬市のアクセス道路整備が進んでいる一方で、南相馬市のア
クセス道路整備は進んでいない！とのご指摘もたくさん受けています。
　萱浜の復興工業団地の活用など、本市の長期的な視点でもアクセス道路
は必須です。
　国道6号線とJR常磐線の間の圃場整備計画も進んでいますので、アクセ
ス道路が早期に事業着手するように努力してゆきます。

5,225㎡
1,907㎡
約 19億円

256万円 /坪
3,500万円 /年

5店舗
39人
103人
21人
2台

241人 / 日

敷地面積
建物面積
事業費
　坪単価
維持費

目的と機能
　商業店舗
　地域支合い
　子育て
　健康増進
　駐車場
推定利用者

9,857㎡
3,190㎡
約 30億円

191万円 /坪
6,000万円 /年

8店舗
88人
99人
65人
39台

200人 / 日

交流の場を作り、賑わいを創出する

27年 3月
（基本設計）

28年 9月
（変更後）

△47％

+ 34％

宿泊機能を追加
生鮮食品を除外

入浴施設を除外
一般駐車場を除外

小高区復興拠点施設の前後比較

飯舘村

広野町

浪江町

拠点施設

ふれ愛館

ひろのテラス

集合仮設店舗

内容

交流センター

役場前にイオン店舗

役場駐車場に10仮設店舗

完成

28.8

28.3

28.10

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
間
が
か
か
る
施

設
（
箱
物
）
建
設
だ

け
で
な
く
、
既
存
の

浮
舟
文
化
会
館
や
小

高
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
活
用
、
民
間

の
店
舗
・
住
宅
な
ど

の
改
築
や
仮
設
施
設

な
ど
、
迅
速
・
実
効

的
な
対
応
も
模
索
す

べ
き
で
す
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
な
ど
多
く
の
事

業
で
も
検
討
に
時
間

が
か
か
り
す
ぎ
で
、

復
興
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
逸
し
そ
う
で
す
。

他の町村ではすでに拠点施設が完成しているが・・・

　高平地区区長会、高平中部地区ほ
場整備事業推進委員会の役員の方々
で、南相馬市長と相双建設事務所長
に対して「都市計画道路下高平北長
野線（高速道路ICから国道6号線を


